
作品 No.260 

 
 
生きものの“つぶやき”： 

「あの～、私ってどういう状況ですか？」 

 
エッセイ： 

私の家の近くにはたくさんの緑があります。朝早く、ちょっとした森の中を歩いていると、

頭上にドングリの帽子（殻斗）を見つけました。あら、こんなところに。本人も自分が置か

れている状況を飲み込めてないようで、おどおどと慌てている顔が想像できます。かわいら

しくて、カメラを向けました。パシャリ、写真が撮れたところで、では、つぶやきの答えを



教えましょう。まずは、写真を見てくれたそこのあなたに。まるで宙に浮いているように見

えますが、、実はこれ、蜘蛛の巣に引っかかっているのです。よーく見ると、ほら、細くき

らきらとした蜘蛛の巣が見えるでしょ？ 
お待たせしました。殻斗くんにも教えてあげますよ。あなたは、蜘蛛の巣に引っかかってい

るのよ。なに？そんな覚えはないって？でも、朝日のスポットライトを浴びて、ちょうどい

い感じよ。 
ところで、なぜ蜘蛛の巣についたのでしょうか？そう考えると、自然の不思議さや面白さに

気づかされます。（400 字） 
 
生きものの紹介： 

【クヌギ（橡・櫟・椚）】 
高さ 15m、幹径 60cm にもなる落葉高木。通直な樹形が魅力です。樹液にカブトムシやク

ワガタムシがやってくる。果実は径 2cm ほどの球形の堅果（どんぐり）で、翌年の秋に熟

す。殻斗（どんぐりの帽子）は半球状、総苞片は線形で、らせん状に並んで反り返り、灰白

色の短い毛が密にはえる。別名「オカメドングリ」。 
 
撮影場所・日時：  

東京都日野市三沢五丁目 かたらいの路・10 月 31 日 
 
応募者の自己紹介： 

1. 田附紗夕／お茶の水女子大学附属高等学校 2 年 
2. 所属：中国武術部、クッキング同好会、映画制作研究同好会 
3. 将来の夢：ブランドプロデューサー、バイヤー、商社マン 
 
 
審査委員会からのコメント 

不思議は写真をありがとう。まるで SFマンガの一コマのよう。 


